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儲濫頴題の＝労か 
書門相軸が心のこもった相戦に応じます 

娼朋㊥日精≡クロブ株式会社函0120＿竃も去る46 

日松伏町シルバーセンターが新事業
日日本一速い小学生が春日部市長を表敬（右写真）

日『言葉の力を考える』文教大で市民講座
日清水公園花ファンタジア特集
B沿線情報

・リフォーム：槻焉…軍還す。 
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レトロムード満点の東武電車

＼、・1　東武鉄道は東京

：琴蛋　スカイツリータウ

ン開業100日を言己

念して、東武博物

館所有で動態保存

することが決まっ

た8000系（8111■■±EiiJ

．＿．＿尭いざ
ナ　完膚■｛iふF＿、、．

号編i成）を使用し、東武野田線大宮駅から、とう

きょうスカイツリー駅まで直通するイベント列車

を運転（8月29日から9月2日）。民鉄史上最多の
712両が製造された8（）00系のうち、鉄道フアンか

ら　一一丸日’’の愛称で親しまれていた8111号。昭

和38年のデビュー当時のリバイバルカラーに塗

装され、レトロな

雰囲気を醸し出し

ている。今後は臨

時列車として運行

する予定という。

（写真・情幸剛提供：

春日部市・村上真
実子さん）

春
日
部
に
起
業
家
が
集
結
！
折
損
銅
鐸
…

力
を
合
わ
せ
て
　
　
　
　
　
表
に
浬
。
早
速
、
会
員
の

地
域
貢
献
に
も
携
わ
り
た
い
絹
絹
銅
鏑
机
開
闘

昨
年
1
0
月
に
埼
玉
蝦
と
査

日
郡
市
の
共
同
事
業
と
し
て

オ
ー
プ
ン
し
た
『
ふ
れ
あ
い

キ
ュ
ー
ブ
（
東
部
地
域
振
興

ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
）
』
の

中
に
創
業
支
援
ル
ー
ム
が
設

置
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
起
業

を
考
え
て
い
る
人
や
創
業
ま

も
な
い
人
、
新
た
な
事
業
を

考
え
て
い
る
中
小
企
業
の
人

を
対
象
に
利
用
錨
集
を
行

い
、
現
在
1
5
の
人
は
者
（
事

業
者
）
が
こ
こ
で
車
業
を
始

め
て
い
る
。
最
咋
少
は
4
3

歳
。
こ
れ
ま
で
企
業
に
勤
め

長
年
の
ス
キ
ル
を
溝
か
し
て

独
立
開
業
し
た
人
が
中
心

だ
。
小
河
さ
ん
は
人
手
企
業

で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
車
業

に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
情

か
し
、
カ
ー
ド
を
通
じ
て
中

小
企
業
を
活
性
化
し
た
い

と
、
定
年
退
職
直
後
の
2
0

0
7
年
9
月
に
「
中
小
企
業

の
資
金
繰
り
支
援
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
特
許
」
を
取
得
。
こ

れ
ま
で
は
自
宅
を
拠
点
に
活

動
し
て
い
た
が
、
県
の
先
進

的
な
施
設
を
利
用
で
き
る
点

と
、
対
外
的
に
信
用
度
が
ア

ッ
プ
す
る
と
考
え
入
居
し

た
。
自
宅
を
事
務
所
に
活
動

し
て
い
る
と
、
経
費
は
安
上

が
り
に
済
む
が
、
仕
事
に
集

中
で
き
な
い
と
い
う
問
題
も

あ
っ
た
。
取
材
に
同
席
し
た

K
a
S
－
p
l
A
苫
員
（
後

述
）
の
ひ
と
り
西
野
泰
広
さ

ん
は
「
ひ
と
り
で
仕
事
を
し

て
い
た
時
は
何
か
問
題
が
起

き
た
時
に
、
悶
々
と
考
え
て

悩
ん
で
し
ま
う
場
面
も
あ
っ

た
が
、
こ
こ
で
は
起
業
を
軌

道
に
乗
せ
よ
う
と
同
じ
目
的

を
共
有
す
る
同
志
の
集
合

情
動
セ
ン
タ
ー
の
団
体
に
登

録
し
た
。
7
月
1
9
日
に
は
会

L
j
が
講
師
と
な
り
「
商
標
活

川
と
企
業
価
値
を
守
る
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
テ
ー

マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
「
K

丑
二
H
I
B
i
Z
を
通
じ
て
自

分
た
ち
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
目
を

向
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
入

居
君
が
連
携
し
て
地
域
で
困

っ
て
い
る
人
た
ち
の
お
手
伝

い
が
出
来
れ
る
シ
ス
テ
ム
を

作
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
」

と
㍍
す
。
問
合
せ
／
s
p
n
h

冠
語
蒜
t
i
t
a
n
．
〇
c
m
．
n
e
岳

体
。
様
々
な
業
種
の
人
た
ち
劇

医
学
博
十

に
悩
み
を
打
ち
明
け
た
り
、
ニ
明
日
が
覚
め
る
と
、
手
が

打
ち
明
け
ら
れ
た
り
す
る
中

で
、
自
分
自
身
の
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
許

す
。
今
年
7
月
に
日
の
入
居

者
が
連
携
し
て
『
K
a
S
l

乗
武
朝
日
榊

漢
詩
・
和
歌
・
新
体
詩
等

毎
週
金
曜
日
・
午
前
中
越
谷
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北
角
（
き
た
ず
み
）
迄

あ
れ
か
ら
何
年
悩
ん
で
ま
す

か
創
業
8
年
前
職
民
生
委
員

歴
1
2
年
の
実
績
が
安
心
の
証

万
菩
0
4
8
・
準
9
7
7
8

仲
人
方
式
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
方
式
の
併
用
で
、
き
っ
と

み
つ
か
る
確
か
な
出
会
い
。

ベ
ル
ミ
ー
越
谷
店

℡
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8
・
禦
9
3
0
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甥

こ
わ
ば
る
、
陰
が
肺
れ
る
、

「
足
が
浮
腫
む
よ
う
な
体
験

を
し
た
こ
と
が
あ
る
方
々
が

多
い
で
し
ょ
う
。
即
り
な
い

う
ち
に
朝
だ
け
で
は
無
く
、

シ
カ
や
疲
労
時
も
山
る
よ
う

に
な
り
、
次
第
に
的
間
と
関

係
な
く
、
全
身
に
広
が
っ
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
状

は
快
方
か
ら
み
る
と
体
の
水

胴
の
代
謝
発
明
仏
や
血
液

竹
の
流
れ
の
浩
明
肺
・
心

旧
・
腎
・
脾
h
鵬
の
機
能

り
、
調
に
よ
る
も
の
て
す
。
ま

た
、
不
良
の
生
活
習
慣
や
外

部
の
邪
気
‥
風
、
寒
気
、
暑

気
、
湿
気
、
葦
笛
と
関
係
深

い
で
す
。
改
善
し
や
す
い
の

は
、
急
性
で
短
期
に
胞
や
顔

か
ら
体
の
下
部
へ
拡
大
す
る

タ
イ
プ
で
す
が
、
休
の
衰
弱

や
臓
腑
機
能
ぺ
欄
な
ど
の
原


